
システム構成事前確認補足資料
　本資料はロスナイパーシャルリノベーション部材の配線方法の概要、必要システム部材を記載しております。

現地で事前チェックを行う前に、据付該当箇所の設置状況やシステム構成を図面等でご確認ください。

また、該当するシステム構成を3項のシステム構成例のチェック欄に「✓」を行い、パーシャルリノベーション部材の

据付準備を行ってください。
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1.注意事項一覧

次ページ以降の注意事項欄に記載があるNo.をご確認ください。

No. 注意事項

1

本体基板の更新に伴い、旧製品から電源電線を接続する端子台の位置が異なります。

現地の状況によって電源電線を適切に延長処理ください。

以下、延長目安（現地の状況により延長具合は異なります）

・スタンダードタイプ LGH-15～100RS5（D）：100mm程度延長

・マイコンタイプ LGH-15～100RX5（D）：300mm程度延長

2

パーシャルリノベーション部材の据付後の製品でコントロールスイッチ※をご使用いただく場合は、

コントロールスイッチ接続アダプター PZ-RN100/200CSB2（別売）が必要です。

また、取り付けにはスペースが必要です。（右図参照）

※24時間換気ユニット専用コントロールスイッチは対応しておりません。

コントロールスイッチをご使用いただく場合、ロスナイは以下のシステム部材または、一部機能を使用出来ませんのでご注意ください。

・ジーニアスリモコン、24時間換気ユニット専用のコントロールスイッチの接続

・別売部材CO2センサー又は4回路入力ボックスとの併用。

・外部機器および三菱スリムエアコンとの連動

・風量・普通換気切換入力での操作

・遠方/手元切換、発停入力での操作

・三菱マルチエアコン、三菱ビル空調管理システム（MELANS）の接続

・ジーニアスリモコンからのみ設定可能な機能

また「5.ジーニアスリモコン、コントロールスイッチ接続時の機能一覧」をご確認ください。

3
パーシャルリノベーション部材の据付後の製品は、100V、単相200V機種供にアース線の接続が必要になります。

旧製品が100V機種の場合は、アース線の新規引き回しが必要です。

4

旧製品の配線を流用する場合は、線径・線種が接続先の端子台の仕様に適合していることを確認してください。

また配線にキズなどがなく、導線と大地間を500Vの絶縁抵抗計で測って100MΩ以上あることを確認してください。

取りはずした配線が本部材組付時に何の配線（電源電線、伝送線など）か分かるようメモ書きをお願いします。

適合していない場合は、新規で引き回すか適合電線に変換してください。リモコン伝送線はシース付きケーブル以外使いまわすことは出来ません。

パーシャルリノベーション部材据付後の製品は旧製品に接続されているリモコンは使用できません。

■電源線、コントロールスイッチ接続電線

単線φ1.6　（例VVF）

■リモコン伝送線

線種：2芯シース付ケーブル

線径：0.3mm2

以下の別売ケーブルが使用できます。

・PAC-YT81HC（10ｍ）

・PAC-YT82HC（20ｍ）

■M-NET伝送線

線種：シールド線（CVVS・MVVS）

線径：1.25mm2

■ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）信号線・外部モニター出力端子台（TM3）接続電線・モニター出力部材（PZ-N4GS）接続電線

単線φ0.8～φ1.2またはより線0.5mm2～1.5mm2

5
製品誤動作防止のため、伝送線どうし、および電源線はそれぞれ５㎝以上離して配線してください。

また、電源線と伝送線は内線規定に従い施工してください。敷設済みの配線をジーニアスリモコン伝送線に用途変更した場合などは特にご留意ください。

6

継続してご使用いただくコントロールスイッチが劣化していないかご確認ください。

既設のコントロールスイッチをご使用いただく場合は、スイッチの劣化状況（スイッチの発熱・スイッチ操作が異常に軽い・スイッチやカバーの変色,

膨れ,ヒビ割れなど）をご確認ください。

劣化している場合、新品のコントロールスイッチに交換してください。

7

旧製品と風量を合わせたい場合は、ジーニアスリモコンの風量設定にて風量を調整してください。

パーシャルリノベーション後にコントロールスイッチをご使用いただく場合は、ジーニアスリモコンでの機能設定完了後にジーニアスリモコンを取り外し、コントロー

ルスイッチ接続アダプターおよび、コントロールスイッチの接続を行ってください。

（コントロールスイッチを使用する場合は、元電源を切ってからSW5-9をONにする必要があります）

8

旧製品がLGH-15～50RS5タイプの場合、１台目の製品から電源を供給している場合がありますが、

パーシャルリノベーション部材の据付後の製品では、個々に電源を供給する必要があります。

ﾊﾟｰｼｬﾙﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ後変更前（RX5ｼﾘｰｽﾞ）変更前（RS5ｼﾘｰｽﾞ）

コントロールスイッチ

接続アダプター
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2.結線確認

パーシャルリノベーションを実施する製品の基板の結線、システム部材、外部機器の接続を確認してください。

下記チェック表にて該当箇所の接続確認欄に「✓」を行い、該当ページを参照ください。

本資料で最大3台の接続確認結果の記入が可能です。

2-1.スタンダードタイプ  LGH-15～100RS5（D）

1台目 2台目 3台目

本体基板 端子台 P5～10を確認

リレーボックス（PZ-**RB） P15、16を確認

フリープランアダプタ（PZ-53ADF（D)1） 3-2.フリープランアダプタを確認

24時間換気ユニット（PGL-24BJS） パーシャル後は使用しません。

寒冷地運転用回路（PZ-50KU3） パーシャル後は使用しません。

霧侵入防止用回路（PGL-50FU） パーシャル後は使用しません。

外部機器 電動ダンパー等 P11～14を確認

2-2.フリープランアダプター（システム部材）

1台目 2台目 3台目

TM1（端子台　電源） P17～25を確認

TM3（端子台　外部制御入力） P26、27を確認

TM4（端子台　運転ﾓﾆﾀ、異常ﾓﾆﾀ出力） P17～25、P30,31を確認

TB5（端子台　M-NET伝送線接続：無極性2線） P17～25を確認

CN3（コネクタ 換気機器接続） パーシャル後は使用しません。

CN6（コネクタ PZ-30S接続） パーシャル後は使用しません。

システム

部材
4回路入力ボックス（PZ-4PRB） P28、29を確認

接続確認

名称
接続確認

接続されている場合の参照ページ名称

フリープラ

ンアダプ

ター基板

システム

部材

接続されている場合の参照ページ

端子台

2.1.スタンダードタイプ

2.2.フリープランアダプタ

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

M-NET伝送線用端子台（TB5）

A

B

S

コネクタ（CN6）

外部制御入力端子台（TM3）

①
②
③

⑯
⑮
⑭
⑬
⑫
⑪

モニタ出力端子（TM4）

（3/55） N24HBZA0066A



2-3.マイコンタイプ  LGH-15～100RX5（D）

1台目 2台目 3台目

TM1（端子台　電源） P32～36を確認

TM2（端子台　外部制御入力） P37～39を確認

TM3（端子台　ﾊﾞｲﾊﾟｽ、異常ﾓﾆﾀ出力用） P43、44を確認

TM4①②（端子台　ﾘﾓｺﾝ伝送線接続：無極性2線） P32～36を確認

TM4⑨⑩（端子台　運転ﾓﾆﾀ出力用） P50、51を確認

TB5（端子台　M-NET伝送線接続：無極性2線） P42～49を確認

CN16（コネクタ　風量・換気ﾓｰﾄﾞ切換入力） P52を確認

CN32（コネクタ　遠方入力） P53を確認

4回路入力ボックス（PZ-4PRB） P40、41を確認

霧侵入防止用回路（PGL-50FU） パーシャル後は使用しません。

システム

部材

本体基板

名称
接続確認

接続されている場合の参照ページ

リモコン伝送線接続端子（TM4）①②

電源用速結端子台（TM1）

モニタ出力端子（TM4）⑨⑩

外部制御入力端子台（TM2）

モニタ出力端子（TM3）

M-NET伝送線入力端子台（TB5）

3.マイコンタイプ

コネクタ（CN32）

コネクタ（CN16）
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3.システム構成例

①（例）1台のロスナイと1台のコントロールスイッチで構成されており、パーシャルリノベーション後にジーニアスリモコンを使用する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・新たにリモコン伝送線を敷設し、パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

チェック欄

配線図

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

注意事項

作業内容

システム構成

1台のロスナイと1台のコントロールスイッチで構成されている場合1

3-1.既設機種がスタンダードタイプ LGH-15～100RS5（D）の場合

電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

端子台

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

リモコン伝送線端子台（TM4）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

①

②

電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）
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②（例）1台のロスナイと1台のコントロールスイッチで構成されており、パーシャルリノベーション後も既存のコントロールスイッチを使用する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■コントロールスイッチ接続アダプターへの接続

■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■コントロールスイッチ接続電線の接続

・旧製品の端子台①～④に接続されている電線をコントロールスイッチ接続アダプターの端子台①～④に接続します。

■SW5-9をONにしたあと電源を入れてください。

■必要システム部材

・コントロールスイッチ接続アダプター PZ-RN100/200CSB2（別売）が必要です。

・P2.注意事項のNo.2を参照ください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■コントロールスイッチの劣化状況の確認

・P2.注意事項のNo.6を参照ください。

■風量設定

・P2.注意事項のNo.7を参照ください。

チェック欄

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

作業内容

配線図

電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

電源

ロスナイ（パーシャル）

コントロールスイッチ

コントロールスイッチ接続アダプター

PZ-RN100/200CSB2

（別売）

端子台

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

①
②
③
④

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

電源

ロスナイ（パーシャル）

コントロールスイッチ

コントロールスイッチ接続アダプター

PZ-RN100/200CSB2

（別売）
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①（例）1台のコントロールスイッチで2台のロスナイを複数台運転している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

・パーシャルリノベーションを実施した全ての製品のTM1に電源電線を接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

　尚、旧製品が15～50タイプの場合、端子台⑤－⑥に電源電線の接続がされていない場合があります。

　その場合、新たに電源電線を敷設する必要があります。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・新たにリモコン伝送線を敷設し、パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

・複数台運転の場合、2台目以降のパーシャルリノベーション後の製品のTM4の①－②にリモコン伝送線を渡り配線接続します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

・旧製品の電源電線の渡り配線は取り除いてください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

・旧製品との複数台運転は出来ません。

チェック欄

配線図

作業内容

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

複数のロスナイと1台のコントロールスイッチで構成されている場合２

電源 電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

ロスナイ（旧）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ（パーシャル） ロスナイ（パーシャル）

電源 電源

リモコン（同梱）

端子台

アースねじ

アース線

アースねじ

アース線

サイドプレート

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

電源 電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

ロスナイ（旧）
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②（例）1台のコントロールスイッチで2台のロスナイを複数台運転しており、パーシャルリノベーション後も既存のコントロールスイッチを使用する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■コントロールスイッチ接続アダプター

■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

・パーシャルリノベーションを実施した全ての製品のTM1に電源電線を接続します。

※旧製品が15～50タイプの場合、端子台⑤－⑥に電源電線の接続がされていない場合があります。

　その場合、新たに電源電線を敷設する必要があります。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■コントロールスイッチ接続電線の接続

・旧製品の端子台①～④に接続されている電線をコントロールスイッチ接続アダプターの端子台①～④に接続します。

■リモコン伝送線の接続

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

・2台目以降のロスナイのTM4の①－②にリモコン伝送線を渡り配線接続します。

■コントロールスイッチ接続アダプタ－を接続した1台目のみアドレス「1」に設定し、

　SW5-9をONにした後に電源を入れてください。

チェック欄

システム構成

配線図

作業内容

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

電源 電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

ロスナイ（旧）

端子台

アースねじ

アース線

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

電源

ロスナイ（パーシャル）

コントロールスイッチ

ロスナイ（パーシャル）

コントロールスイッチ接続アダプター

PZ-RN100/200CSB2

（別売）

電源

①
②
③
④
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■必要システム部材

・コントロールスイッチ接続アダプター PZ-RN100/200CSB2（別売）が必要です。

・P2.注意事項のNo.2を参照ください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

・旧製品との複数台運転は出来ません。

■コントロールスイッチの劣化状況の確認

・P2.注意事項のNo.6を参照ください。

■風量設定

・P2.注意事項のNo.7を参照ください。

注意事項
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①（例）3台複数台運転しているうちの1台をパーシャルリノベーションを実施する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

・パーシャルリノベーションを実施した全ての製品のTM1に電源電線を接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

　尚、旧製品が15～50タイプの場合、端子台⑤－⑥に電源電線の接続がされていない場合があります。

　その場合、新たに電源電線を敷設する必要があります。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

・パーシャルリノベーション後のロスナイ間で複数台運転する場合、

　2台目以降のロスナイのTM4の①－②にリモコン伝送線を渡り配線接続します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

・旧製品との複数台運転は出来ません。旧製品の電源電線の渡り配線は取り除いてください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

・旧製品との複数台運転は出来ません。

チェック欄

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品）

配線図

作業内容

パーシャルリノベーション後

システム構成

複数のロスナイのうち一部のみパーシャルリノベーションを実施する場合3

電源 電源 電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）
電源電源 電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ

ロスナイ（旧） ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

接続不可

リモコン（同梱）

端子台

アースねじ

アース線

アースねじ

アース線

サイドプレート

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）
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①（例）電動ダンパーとロスナイが連動している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■端子台 ■モニター出力端子（TM3）

チェック欄

システム構成

配線図

パーシャルリノベーション後パーシャルリノベーション前（旧製品）

外部機器と連動している場合４

コントロールスイッチ

電源

電動ダンパー

ロスナイ（旧）

電動ダンパー

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源 ロスナイ（パーシャル）

端子台

アースねじ

アース線

100V機種の場合 単相200V機種の場合

アースねじ

アース線

サイドプレート

リモコン伝送端子台（TM4）

モニター出力端子台（TM3）

①

②

⑨

⑩

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

コントロールスイッチ

電源

電動ダンパー

ロスナイ（旧）

電動ダンパー

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源 ロスナイ（パーシャル）
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■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

■電動ダンパー線の接続

旧製品が100V機種の場合

・端子台の①－③に接続されている電動ダンパー（外部機器）の電源電線を取り外し、新たに電動ダンパー（外部機器）に電源を

　供給し、配線図の■モニター出力端子（TM3）の絵を参考にパーシャルリノベーション後の基板TM3⑨⑩に接続してください。

旧製品が200V機種の場合

・端子台の①－③に接続されているリレーの電源電線を取り外します。電動ダンパー（外部機器）の電源電線を

　配線図の■モニター出力端子（TM3）の絵を参考にパーシャルリノベーション後の基板のTM3⑨⑩に接続してください。

※リレーは使用しません。

共通事項

・外部機器の電流値がモニター出力接点定格を満足しない場合は、リレー（客先手配）等を介して接続してください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

・旧製品との複数台運転は出来ません。旧製品の電源電線の渡り配線は取り除いてください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■電動ダンパー線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

・電動ダンパー（外部機器）に電源の供給が必要です。

注意事項

作業内容
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②（例）電動ダンパーとロスナイが連動しており、パーシャルリノベーション後も既存のコントロールスイッチを使用する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■回路図 ■コントロールスイッチ接続アダプター

チェック欄

システム構成

配線図

パーシャルリノベーション後パーシャルリノベーション前（旧製品）

コントロールスイッチ

電源

電動ダンパー

ロスナイ（旧）
電源

ロスナイ（パーシャル）

コントロールスイッチ

コントロールスイッチ接続アダプター

PZ-RN100/200CSB2

（別売）

電動ダンパー

アースねじ

アース線

端子台

100V機種の場合 単相200V機種の場合

100V機種の場合 単相200V機種の場合

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ接続ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

端子台

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ接続ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

端子台

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

コントロールスイッチ

電源

電動ダンパー

ロスナイ（旧）

①
②
③
④
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■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■コントロールスイッチ接続電線の接続

・旧製品の端子台①～④に接続されている電線をコントロールスイッチ接続アダプターの端子台①～④に接続します。

■電動ダンパー線の接続

・端子台の①－③に接続されている電線をそのまま接続しておきます。

■必要システム部材

・コントロールスイッチ接続アダプター PZ-RN100/200CSB2（別売）が必要です。

・P2.注意事項のNo.2を参照ください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■コントロールスイッチの劣化状況の確認

・P2.注意事項のNo.6を参照ください。

■風量設定

・P2.注意事項のNo.7を参照ください。

注意事項

作業内容
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（例）空調機とロスナイが連動している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■外部制御入力端子台について（リレーボックス） ■外部制御入力端子台について

PZ-12RB2、100RB2（図はPZ-12RB2）

PZ-200RB2

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

リレーボックス（システム部材）を用い空調機などの外部機器と連動している場合５

リレーボックス（PZ-12RB2）を使用していた場合

リレーボックス（PZ-100RB2・200RB2）を使用していた場合

部材端子台AB

部材端子台①⑤（配線を取り除く）

空調機

電源

空調機側リモコン

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ（パーシャル）

電源

電源

電源

ロスナイ（旧）

コントロールスイッチ 空調機側リモコン

リレーボックス

空調機

端子台

アースねじ

アース線

アースねじ

アース線

サイドプレート

部材端子台AB

部材端子台①⑤⑥（配線を取り除く）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②
外部制御入力端子台

（TM2）

①
②
Y
Z

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）
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■電源電線の接続

・旧製品の端子台⑤－⑥に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

■外部機器の配線接続

リレーボックスがPZ-12RB2の場合

・部材端子台A－Bに接続されている信号線を取り外し、パーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）の①－②に接続します。

リレーボックスがPZ-100・200RB2の場合

・部材端子台AーBに接続されている信号線を取り外し、パーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）のY－Zに接続します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■外部機器の配線接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■リレーボックスとロスナイ本体を繋ぐ電源電線

・リレーボックスの端子台①⑤とロスナイ本体を繋ぐ電源電線は取り外してください。

注意事項

作業内容
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3.システム構成例

①（例）グループ1：1台　グループ2：16台で集中管理しており、グループ1の1台のみパーシャルリノベーションを実施する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

チェック欄

システム構成

配線図

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

3-2.既設機種がフリープランアダプターをご使用の場合

集中管理システムの場合1

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

M-NET伝送線用端子台（TB5）

A

B

S

コネクタ（CN6）

グループ１

電源

給電

ユニット

16台目

電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他） 電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

旧ロスナイ

（スタンダード）

システムコントローラ

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

・・・

1台目

グループ2

電源

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電源 電源

グループ１

電源

給電

ユニット

16台目

電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他） 電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

旧ロスナイ

（スタンダード）

システムコントローラ

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

ロスナイ

（パーシャル）

・・・

1台目

グループ2

電源 電源 電源

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

M-NET伝送線
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■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

　基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をする。詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品に換気送風機用リモコン（PZ-30S）が接続されている場合

・CN6からコネクタを外します。

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

　

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターをロスナイ本体から取り外します。

■アドレス設定

・パーシャルリノベーション後のロスナイのアドレスは

　旧製品のアドレスに設定してください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

作業内容

注意事項
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②（例）グループ1：1台　グループ2：16台で集中管理しており、グループ2の一部のみパーシャルリノベーションを実施する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

グループ１

電源

給電

ユニット

16台目

電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他） 電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

旧ロスナイ

（スタンダード）

システムコントローラ

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

・・・

1台目

グループ2

電源

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電源 電源

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

M-NET伝送線用端子台（TB5）

A

B

S

コネクタ（CN6）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

M-NET伝送線

給電

ユニット

14台目

電

源

フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

電

源

フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

旧ロスナイ

（スタンダード）

システムコントローラ

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電

源

フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

電

源

電

源

電

源

グループ１

・・・

1台目

グループ2

電

源 電

源

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ

（パーシャル）

グループ3

電

源

ロスナイ

（パーシャル）

（19/55） N24HBZA0066A



■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコンの追加設置

・旧製品とパーシャルリノベーション後のグループを分ける必要があるため、リモコンの追加設置が必要となります。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

　基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をする。詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品に換気送風機用リモコン（PZ-30S）が接続されている場合

・CN6からコネクタを外します。

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にリモコンが接続されていない場合

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

共通事項

・2台目以降のロスナイのリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②にリモコン伝送線を接続します。

　

　

■グループ変更

・旧製品とパーシャルリノベーション後のグループを分けてください。(システムコントローラでのグループ設定変更が必要です)

・パーシャルリノベーション後の製品に既設製品のアドレスを設定します。一番若いアドレスが親機となります。

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターを取り外します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■グループ構成

・1グループ16台で構成されている場合は、最大15台以下になるようにシステム構成し直してください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

作業内容

注意事項

リモコン（同梱）
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③（例）グループ1：1台　グループ2：16台で集中管理しており、グループ2を全てパーシャルリノベーションを実施する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

給電

ユニット

電

源

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ

（パーシャル）

グループ3

ロスナイ

（パーシャル）
15台目

ロスナイ

（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

システムコントローラ

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電

源

フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

電

源

旧ロスナイ

（スタンダード）

電

源

電

源

グループ１

・・・

1台目

グループ2

電

源

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

M-NET伝送線用端子台（TB5）

A

B

S

コネクタ（CN6）

グループ１

電源

給電

ユニット

16台目

電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他） 電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

旧ロスナイ

（スタンダード）

システムコントローラ

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電源
フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

旧ロスナイ

（スタンダード）

・・・

1台目

グループ2

電源

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

電源 電源

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

M-NET伝送線
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■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコンの追加設置

・旧製品とパーシャルリノベーション後のグループを分ける必要があるため、リモコンの追加設置が必要となります。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

　基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をする。詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品に換気送風機用リモコン（PZ-30S）が接続されている場合

・CN6からコネクタを外します。

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

共通事項

・2台目以降のロスナイのリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②にリモコン伝送線を接続します。

　

　

■グループ変更

・旧製品とパーシャルリノベーション後のグループを分けてください。(システムコントローラでのグループ設定変更が必要です)

・パーシャルリノベーション後の製品に既設製品のアドレスを設定します。一番若いアドレスが親機となります。

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターを取り外します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■グループ構成

・1グループ16台で構成されている場合は、最大15台になるようにシステム構成し直してください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

作業内容

注意事項

リモコン（同梱）
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④（例）三菱マルチエアコンと連動している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後 チェック欄

システム構成

配線図

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

M-NET伝送線用端子台（TB5）

A

B

S

コネクタ（CN6）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

M-NET伝送線

電源

ロスナイ（パーシャル）

マルチエアコン用リモコン

マルチエアコン

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源

電源

ロスナイ（旧）

マルチエアコン用リモコン

マルチエアコン

電源

フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

電源

手元リモコン

（PZ-52SF3他）
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■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

　基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラを使用している場合、システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をします。

　詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■アドレス設定

・パーシャルリノベーション後の製品に既設製品のアドレスを設定します。

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターを取り外します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

作業内容

注意事項
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（例）1台のロスナイ（フリープランアダプター接続）にロスナイリモコンが接続されている場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■M-NET線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線を取り外します。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターを取り外します。

・給電ユニットを取り外します。

※給電ユニットは使用しません。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

注意事項

パーシャルリノベーション後 チェック欄

システム構成

配線図

作業内容

パーシャルリノベーション前（旧製品）

集中管理を行わずにロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合2

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

外部制御入力端子台（TM3）

①
②
③

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

電源

フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

手元リモコン

（PZ-52SF3他）

ロスナイ（旧）
電源

電源

給電ユニット
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（例）1台の空調機と1台のロスナイ（フリープランアダプター接続）が連動している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■外部制御入力端子台（TM3）について ■外部制御入力端子台（TM2）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

外部機器（他社空調機等）と連動している場合3

外部機器の出力信号が有電圧DC12Vまたは24Vのとき

外部機器の出力信号が無電圧接点のとき

外部機器の出力信号が有電圧DC12Vまたは24Vのとき

外部機器の出力信号が無電圧接点のとき

電源

空調機

電源

フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

空調機側リモコン

ロスナイ（旧）

電源

空調機

電源

空調機側リモコン

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ（パーシャル）

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

外部制御入力端子台（TM3）

①
②
③

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②
外部制御入力端子台

（TM2）

①
②
Y
Z

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）
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■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

■外部機器の配線接続

外部機器の出力信号が有電圧DC12Vまたは24Vの場合

・外部制御入力端子台（TM3）の①－②に接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）の①－②に接続します。

外部機器の出力信号が無電圧接点の場合

・外部制御入力端子台（TM3）の①－③に接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）のY－Zに接続します。

共通事項

・既設の配線を利用する際は、線径が適合しているか確認し、 適用線径外の電線の場合は、適用電線径に変換して使用ください。

　適用電線は単線φ0.8～φ1.2または、より線0.5mm2～1.5mm2

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターをロスナイ本体から取り外します。

■ディップスイッチ設定

・必要に応じてパルス信号入力設定をしてください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

注意事項

作業内容
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（例）運転信号がDC12Vのレベル信号の場合（4回路入力ボックス PZ-4PRBを使用している場合）

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■外部制御入力端子台（TM3）について ■外部制御入力端子台（TM2）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

4 4回路入力ボックス PZ-4PRBを用い複数の外部機器と連動している場合

電源

空調機

4回路入力ボックス

（PZ-4PRB）

電源 電源 電源 電源

空調機 空調機 空調機

ロスナイ

（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

外部制御入力端子台（TM3）

①
②
③

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②
外部制御入力端子台

（TM2）

①
②
Y
Z

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

空調機

空調機側リモコン

4回路入力ボックス

（PZ-4PRB）

電源 電源 電源 電源

空調機 空調機 空調機

空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン

電源
フリープラン

アダプター

（PZ-53ADF1他）

ロスナイ（旧）

電源

（28/55） N24HBZA0066A



■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■ロスナイと4回路入力ボックスの接続

・外部制御入力端子台（TM3）の①－②に接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）の①－②に接続します。

※4回路入力ボックスは継続して使用します。

■リモコン伝送線の接続

・リモコン伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターを取り外します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■ロスナイと4回路入力ボックスの接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

注意事項

作業内容
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（例）モニタ―出力が2つ以上されている場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・フリープランアダプターの電源用端子台（TM1）に接続されている電源電線、若しくは旧製品端子台⑤・⑥に

　接続されている電源電線（LGH-65～100RS5（D)の場合）をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

※旧製品の端子台①～④に接続されている配線は使用しません。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・リモコン伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■フリープランアダプターと不要結線の取り外し

・フリープランアダプターとロスナイを接続している換気機器接続コード（CN3）を取り外します。

・フリープランアダプターをロスナイ本体から取り外します。

■モニター出力の接続

・旧製品のTM4に接続されている配線をパーシャルリノベーション後の基板のTM3に接続します。

・パーシャルリノベーション後はモニタ出力端子が一つとなるため、複数のモニタ出力を行う場合は、

　モニター出力部材（PZ-N4GS）を別途手配する必要があります。

チェック欄

システム構成

回路図

作業内容

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

モニター出力が複数されている場合5

電動ダンパー

異常表示等電源 フリープランアダプター

（PZ-53ADF1他）

ロスナイ（旧）

電源

電源

ロスナイ（パーシャル）

電動ダンパー 異常表示等

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

外部モニター出力部材

PZ-N4GS（別売）

電源用端子台（TM1）

コネクタ

換気機器接続（CN3）

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

モニタ出力端子（TM4）

⑯
⑮
⑭
⑬
⑫
⑪

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

モニター出力端子台（TM3）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）
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■必要システム部材

・モニター出力を同時に2つ以上出力する場合は、PZ-N4GS（別売）を手配する必要があります。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

　電源電線はフリープランアダプタの設置状況により必要な電源電線長が変わるため、適切に延長処理ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■モニター出力の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

注意事項
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3.システム構成例

（例）1台のロスナイと1台の手元リモコンで構成されている場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

作業内容

注意事項

1台のロスナイと1台のリモコンで構成されている場合１

3-3.既設機種がマイコンタイプ LGH-15～100RX5（D）の場合

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

アースねじ

アース線

サイドプレート

アースねじ

アース線

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

手元リモコン

電源
ロスナイ（旧）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

手元リモコン

電源
ロスナイ（旧）
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（例）1台の手元リモコンで2台のロスナイを複数台運転している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・旧製品のリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

・2台目以降のロスナイのTM4の①－②にリモコン伝送線を渡り配線接続します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

チェック欄

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

作業内容

複数のロスナイと1台のリモコンで構成されている場合２

リモコン（同梱）

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

アースねじ

アース線

手元リモコン

電源 電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ（パーシャル） ロスナイ（パーシャル）

電源 電源

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

手元リモコン

電源 電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ（パーシャル） ロスナイ（パーシャル）

電源 電源
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（例）3台複数台運転しているうちの1台をパーシャルする場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・旧製品とパーシャルリノベーションを行う製品間に接続されているリモコン伝送線を取り外します。

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

■主従スイッチ設定

・旧製品の「主」設定のロスナイを切り離す場合、

　旧製品の1台を「主」設定にしてください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

・旧製品との複数台運転は出来ません。

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

作業内容

注意事項

複数のロスナイのうち一部のみパーシャルリノベーションを実施する場合3

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

アースねじ

アース線

電源 電源電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

手元リモコン 手元リモコン

電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

接続不可

電源電源

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート
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（例）1台のロスナイと2台の手元リモコンで構成されている場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・旧製品のリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■必要システム部材

・2リモコンでご使用の場合は、PGL-63DR（別売）を手配する必要があります。

　リモコン1台を「従」に設定する必要があります。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

チェック欄

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

作業内容

1台のロスナイと2台のリモコンで構成されている場合4

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源

手元リモコン 手元リモコン

ロスナイ（旧）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源
ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）
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（例）3台のロスナイと2台の手元リモコンで構成されている場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・旧製品のリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

・2台目以降のロスナイのTM4の①－②にリモコン伝送線を渡り配線接続します。

　リモコン1台を「従」に設定する必要があります。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

作業内容

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後 チェック欄

システム構成

配線図

複数のロスナイと2台のリモコンで構成されている場合5

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源 電源電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

手元リモコン手元リモコン

電源 電源電源

ロスナイ（パーシャル） ロスナイ（パーシャル） ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

リモコン（同梱）
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（例）1台の空調機と1台のロスナイが連動している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■外部制御入力端子（TM2）について ■外部制御入力端子（TM2）について

パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品）

外部機器（他社空調機等）と連動している場合6

外部機器の出力信号が有電圧DC12Vまたは24Vのとき

外部機器の出力信号が無電圧接点のとき

外部機器の出力信号が有電圧DC12Vまたは24Vのとき

外部機器の出力信号が無電圧接点のとき

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

外部制御入力端子台（TM2）

アースねじ

アース線

電源

ロスナイ（旧）

空調機側リモコン手元リモコン

空調機

電源

ロスナイ（パーシャル）

空調機側リモコンジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

空調機

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②
外部制御入力端子台

（TM2）

①
②
Y
Z

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源

ロスナイ（旧）

空調機側リモコン手元リモコン

空調機

電源

ロスナイ（パーシャル）

空調機側リモコンジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

空調機

（37/55） N24HBZA0066A



■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・旧製品のリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■外部機器の配線接続

外部機器の出力信号が有電圧DC12Vまたは24Vの場合

・外部制御入力端子台（TM3）の①－②に接続されている信号線をパーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）の①－②に接続します。

外部機器の出力信号が無電圧接点の場合

・外部制御入力端子台（TM3）の①－③に接続されている信号線をパーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）のY－Zに接続します。

共通事項

・既設の配線を利用する際は、線径が適合しているか確認し、 適用線径外の電線の場合は、適用電線径に変換して使用ください。

　適用電線は単線φ0.8～φ1.2または、より線0.5mm2～1.5mm2

■アドレス設定

・ロスナイが複数台の場合、外部機器信号を接続しているロスナイのアドレスを

　「1」に設定する必要があります。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

作業内容

注意事項
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（例）1台の三菱スリムエアコンと1台のロスナイが連動している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■外部制御入力端子（TM2）について ■外部制御入力端子（TM2）について

■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・リモコンを使用する場合、パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

・空調機側リモコンのスリムエアコン機能設定モードNo.03ロスナイ接続について、設定番号1.[接続なし]を設定してください。

■外部機器の配線接続

・外部制御入力端子台（TM3）の①－②に接続されている配線をパーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）の①－②に接続します。

※PAC-SB81VSは継続して使用します。接続総延長の距離はスリムエアコンの仕様を確認してください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

・スリムエアコン連動でジーニアスリモコンを接続する場合、旧製品と仕様が異なります。

　詳細は作業要領書「電気工事編：スリムエアコン人感ムーブアイと連動制御を行う場合」を確認ください。

注意事項

パーシャルリノベーション後 チェック欄

システム構成

配線図

作業内容

パーシャルリノベーション前（旧製品）

スリムエアコンとロスナイ連動ケーブルで連動してる場合7

電源用速結端子台（TM1）

外部制御入力端子台（TM2）

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②
外部制御入力端子台

（TM2）

①
②
Y
Z

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源

ロスナイ（旧）

空調機側リモコン

スリムエアコン

ロスナイ連動ケーブル

PAC-SB81VS

電源

ロスナイ（パーシャル）

空調機側リモコンジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

スリムエアコン

ロスナイ連動ケーブル

PAC-SB81VS
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（例）運転信号がDC12Vのレベル信号の場合（4回路入力ボックス PZ-4PRBを使用している場合）

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■外部制御入力端子台（TM2）について ■外部制御入力端子台（TM2）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

4回路入力ボックス PZ-4PRBを用い複数の外部機器と連動している場合8

アースねじ

アース線

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

外部制御入力端子台（TM2）

手元リモコン

電源

空調機

空調機側リモコン

4回路入力ボックス

（PZ-4PRB）

電源 電源 電源 電源

空調機 空調機 空調機

ロスナイ（旧）

空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源

空調機

4回路入力ボックス

（PZ-4PRB）

電源 電源 電源 電源

空調機 空調機 空調機

ロスナイ

（パーシャル）

空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②
外部制御入力端子台

（TM2）

①
②
Y
Z

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

手元リモコン

電源

空調機

空調機側リモコン

4回路入力ボックス

（PZ-4PRB）

電源 電源 電源 電源

空調機 空調機 空調機

ロスナイ（旧）

空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源

空調機

4回路入力ボックス

（PZ-4PRB）

電源 電源 電源 電源

空調機 空調機 空調機

ロスナイ

（パーシャル）

空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン 空調機側リモコン
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■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■ロスナイと4回路入力ボックスの接続

・外部制御入力端子台（TM2）の①－②に接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の基板の

　ロスナイ外部制御入力端子台（TM2）の①－②に接続します。

・既設の配線を利用する際は、線径が適合しているか確認し、 適用線径外の電線の場合は、適用電線径に変換して使用ください。

　適用電線は単線φ0.8～φ1.2または、より線0.5mm2～1.5mm2

※4回路入力ボックスは継続して使用します。

■リモコン伝送線の接続

・旧製品のリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

作業内容

注意事項
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①（例）グループ1：1台　グループ2：16台で集中管理しており、グループ1の一台のみパーシャルリノベーションを実施する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

集中管理システムの場合9

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

M-NET伝送線入力端子台（TB5）

アースねじ

アース線

給電ユニット
・・・

グループ２グループ１

16台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン手元リモコン

電源

電源

電源 電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

給電ユニット
・・・

グループ２グループ１

16台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン

電源

電源

電源 電源

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

給電ユニット
・・・

グループ２グループ１

16台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン手元リモコン

電源

電源

電源 電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

給電ユニット
・・・

グループ２グループ１

16台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン

電源

電源

電源 電源

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）
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■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・旧製品のM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

    基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をする。詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にデラックスリモコン（PGL-60DR）が接続されている場合

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■アドレス設定

・パーシャルリノベーション後のロスナイのアドレスは

　旧製品のアドレスに設定してください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

作業内容

注意事項
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②（例）グループ1：1台　グループ2：16台で集中管理しており、グループ2の一部のみパーシャルリノベーションを実施する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

M-NET伝送線入力端子台（TB5）

アースねじ

アース線

給電ユニット
・・・

グループ２グループ１

16台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン手元リモコン

電源

電源

電源 電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

給電ユニット

・・・

グループ２グループ１

14台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン手元リモコン

グループ3

電源

電源

電源 電源 電源

ロスナイ（旧）
ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ

（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源

ロスナイ

（パーシャル）
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■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコンの追加設置

・旧製品とパーシャルリノベーション後のグループを分ける必要があるため、リモコンの追加設置が必要となります。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

　基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をする。詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にデラックスリモコン（PGL-60DR）が接続されている場合

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にリモコンが接続されていない場合

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

共通事項

・2台目以降のロスナイのリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②にリモコン伝送線を接続します。

・旧製品とパーシャルリノベーションを行う製品間に接続されているリモコン伝送線を取り外します。

■グループ変更

・旧製品とパーシャルリノベーション後のグループを分けてください。(システムコントローラでのグループ設定変更が必要です)

・パーシャルリノベーション後の製品に既設製品のアドレスを設定します。一番若いアドレスが親機となります。

■主従スイッチ設定

・旧製品の「主」設定のロスナイを切り離す場合、

　旧製品の1台を「主」設定にしてください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■グループ構成

・1グループ16台で構成されている場合は、最大15台になるようにシステム構成し直してください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

注意事項

作業内容

リモコン（同梱）
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③（例）グループ1：1台　グループ2：16台で集中管理しており、グループ2を全てパーシャルリノベーションを実施する場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

M-NET伝送線入力端子台（TB5）

アースねじ

アース線

・・・

グループ２グループ１

15台目1台目

システムコントローラ

グループ3

電源

電源

電源 電源 電源

給電ユニット

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ

（パーシャル）

給電ユニット
・・・

グループ２グループ１

16台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン手元リモコン

電源

電源

電源 電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

・・・

グループ２グループ１

15台目1台目

システムコントローラ

グループ3

電源

電源

電源 電源 電源

給電ユニット

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ

（パーシャル）

ロスナイ

（パーシャル）

給電ユニット
・・・

グループ２グループ１

16台目1台目

システムコントローラ

手元リモコン手元リモコン

電源

電源

電源 電源

ロスナイ（旧） ロスナイ（旧） ロスナイ（旧）
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■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコンの追加設置

・1グループ16台で構成されている場合は、15台以下になるようにシステム構成を分ける必要があるため、

　リモコンの追加設置が必要となります。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

　基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をする。詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にデラックスリモコン（PGL-60DR）が接続されている場合

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にリモコンが接続されていない場合

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

共通事項

・2台目以降のロスナイのリモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②にリモコン伝送線を接続します。

■グループ変更

・旧製品とパーシャルリノベーション後のグループを分けてください。(システムコントローラでのグループ設定変更が必要です)

・パーシャルリノベーション後の製品に既設製品のアドレスを設定します。一番若いアドレスが親機となります。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■グループ構成

・1グループ16台で構成されている場合は、最大15台になるようにシステム構成し直してください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

作業内容

注意事項

リモコン（同梱）
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④（例）三菱マルチエアコンと連動している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について ■M-NET伝送線接続端子台（TB5）について

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後 チェック欄

システム構成

配線図

リモコン伝送線接続端子（TM4）

電源用速結端子台（TM1）

①
②

M-NET伝送線入力端子台（TB5）

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

A

B

S

M-NET伝送線接

続端子台

（TB5）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源

ロスナイ（旧）

マルチエアコン用リモコン手元リモコン

マルチエアコン

電源

電源

ロスナイ（パーシャル）

マルチエアコン用リモコン

マルチエアコン

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

電源
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■電源電線の接続

・旧製品の電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・フリープランアダプターのM-NET伝送線接続端子台（TB5）のA-B-Sに接続されている伝送線をパーシャルリノベーション後の

　基板のTB5のA-B-Sに接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にロスナイリモコン（PZ-52SF3他）が接続されている場合

・システムコントローラを使用している場合、システムコントローラでPZ-52SF3の登録抹消をします。

　詳細はシステムコントローラの取扱説明書をご確認ください。

・ロスナイリモコン用M-NET伝送線をパーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にデラックスリモコン（PGL-60DR）が接続されている場合

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

　パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

パーシャルリノベーション前の製品にリモコンが接続されていない場合

・パーシャルリノベーション後のロスナイのTM4の①－②に新たにリモコン伝送線を引き直し接続します。

■アドレス設定

・パーシャルリノベーション後のロスナイのアドレスは

　旧製品のアドレスに設定してください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■M-NET伝送線・リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■システムコントローラについて

・システムコントローラをご使用の場合は、使用できる機能に制限があります。

　詳細は「4.システムコントローラ接続時の機能一覧」をご確認ください。

注意事項

作業内容
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（例）モニタ―出力が2つ以上されている場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

チェック欄パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後

システム構成

配線図

モニター出力が複数されている場合10

リモコン伝送線接続端子（TM4）①②

電源用速結端子台（TM1）

モニタ出力端子（TM4）⑨⑩

外部制御入力端子台（TM2）

モニタ出力端子（TM3）

電源

ロスナイ（旧）

手元リモコン

電動ダンパー 異常表示等

電源

ロスナイ（パーシャル）

電動ダンパー 異常表示等

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

外部モニター出力部材

PZ-N4GS（別売）

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

モニター出力端子台（TM3）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源

ロスナイ（旧）

手元リモコン

電動ダンパー 異常表示等

電源

ロスナイ（パーシャル）

電動ダンパー 異常表示等

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

外部モニター出力部材

PZ-N4GS（別売）
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■電源電線の接続

電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

    パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■モニター出力の接続

・旧製品のTM3または、TM4⑨⑩に接続されている配線をパーシャルリノベーション後の基板のTM3に接続します。

・パーシャルリノベーション後はモニタ出力端子が一つとなるため、複数のモニタ出力を行う場合は、

　モニター出力部材（PZ-N4GS）を別途手配する必要があります。

■必要システム部材

・モニター出力を同時に2つ以上出力する場合は、PZ-N4GS（別売）を手配する必要があります。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■モニター出力の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

注意事項

作業内容
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（例）市販のCO2センサーの信号で風量を自動切換えしている場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

    パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■外部機器の配線接続

・コネクタ（CN16）に接続されている配線をパーシャルリノベーション後の基板のコネクタ（CN16）に接続します。

※PAC-SA88HAは継続して使用します。

■ロスナイが複数台の場合

・旧製品がデラックスリモコン（PGL-60DR）を使用し、

　1つの外部信号でグループ内のロスナイを制御していた場合、

　CN16を接続したパーシャルリノベーション後の製品を

　親機（例：アドレス「1」）に設定してください。

・旧製品が個別の外部信号で制御されていた場合、

　パーシャルリノベーション後の製品個々のCN16を接続し、

　ジーニアスリモコンの機能設定No.34外部入力設定を「個別制御」に設定してください。

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

作業内容

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後 チェック欄

システム構成

配線図

外部で強/弱/微弱切換、普通換気切換をしている場合11

リモコン伝送線接続端子（TM4）①②

電源用速結端子台（TM1）

コネクタ（CN16）

アースねじ

アース線

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

コネクタ（CN16）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

CO2センサー等

遠方表示用アダプター

PAC-SA88HA

電源

ロスナイ（旧）

CO2センサー等

遠方表示用アダプター

PAC-SA88HA

手元リモコン
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（例）遠方制御盤等で運転／停止の操作を禁止している場合

項目

■アース線の取り外し（単相200V機種のみ） ■アース線の取り付け（全機種）

※ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ側面

■電源電線の接続

電源用速結端子台（TM1）に接続されている電源電線をパーシャルリノベーション後の基板のTM1に接続します。

■アース線の接続

100V機種の場合

・新たにアース線を敷設し、パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

単相200V機種の場合

・旧製品のサイドプレートに取り付けられているアース線を取り外し、

　パーシャルリノベーション後の製品にアース線を取り付けます。

■リモコン伝送線の接続

・リモコン伝送線入力端子台（TM4）の①－②に接続されているリモコン伝送線を

    パーシャルリノベーション後の基板のTM4の①－②に接続します。

■外部機器の配線接続

・コネクタ（CN32）に接続されている配線をパーシャルリノベーション後の基板のコネクタ（CN32）に接続します。

※PAC-SE55RAは継続して使用します。

■ロスナイが複数台の場合

・CN32を接続したパーシャルリノベーション後の製品を

　親機（例：アドレス「1」）に設定してください。

　

■電源電線の接続

・P2.注意事項のNo.1,4,5,8を参照ください。

■アース線の接続

・P2.注意事項のNo.3を参照ください。

■リモコン伝送線の接続

・P2.注意事項のNo.4,5を参照ください。

システム構成

配線図

作業内容

注意事項

パーシャルリノベーション前（旧製品） パーシャルリノベーション後 チェック欄

遠方/手元切換・発停入力(レベル信号)を使用している場合12

リモコン伝送線接続端子（TM4）①②

電源用速結端子台（TM1）

コネクタ（CN32）

アースねじ

アース線

電源

ロスナイ（旧）

遠方制御盤

遠方発停用アダプター

PAC-SE55RA

手元リモコン

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

遠方制御盤

遠方発停用アダプター

PAC-SE55RA

リモコン伝送端子台（TM4）

①

②

コネクタ（CN32）

アースねじ

電源用速結

端子台（TM1）

アースねじ

アース線

サイドプレート

電源

ロスナイ（旧）

遠方制御盤

遠方発停用アダプター

PAC-SE55RA

手元リモコン

電源

ロスナイ（パーシャル）

ジーニアスリモコン

（PGL-63DR）

遠方制御盤

遠方発停用アダプター

PAC-SE55RA
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4.システムコントローラ接続時の機能一覧（パーシャルリノベーション後の製品接続時）
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度

△
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示
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歴
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量

設

定

機

能

選
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簡
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2

4

時

間

換

気

設

定

ナ

イ

ト

パ

ー

ジ

設

定

週

間

年

間

手元リモコン ジーニアスリモコン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △4 〇 〇 〇 〇 × ×

システム ON/OFFリモコン 〇 ×1 × × × × △6 × × × × × × × × △5 × × × × × × × ×

コントローラ スケジュールタイマー 〇 ×1 × × × × △1 △1 × × × × 〇 × × 〇 × × × × × 〇 × 〇

システムリモコン 〇 ×1 〇 × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × 〇 〇 〇 × × × × × 〇

〇 ×1 〇 × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇

集中コントローラ 〇 ×1 〇 × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × 〇 〇 〇 × × × 〇 △3 〇

G-150AD Ver 2.90未満 〇 ×1 〇 × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

Ver 2.90以上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

　空調冷熱統合システム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

LMアダプター 〇 ×1 〇 × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × 〇 △2 〇 × × × △2 △2 〇

〇：対応

×：非対応

　　×１：ジーニアスリモコンから24hr換気操作を行う場合は、機能設定No.26＝停止とすること

△：条件付き対応

　　△1：スケジュールとして設定可

　　△2：ビル管理システムの仕様構築により可

　　△3：ライセンス登録により利用可

　　△4：ロスナイに接続したシスコンが、24hr換気、ナイトパージに対応している場合は利用不可（G-150AD Ver 2.90以上、AE-200J、AE-CZJ 接続時は利用不可）

　　△5：運転表示LEDの点滅で異常表示を知らせる。リモコンカバーを外すと画面に異常コードと発生元アドレスを交互に表示

　　△6：外部入力で手元リモコン操作禁止が設定可

　　△7：別売部材のCO2センサー（PGL-100TGS2）使用時のみ

　G-50-W（GB-50）

　AE-200J

　AE-CZJ

　PAC-YV03LMAP

　PAC-SF50AT(2)

セ

ン

サ

異

常

メ

ン

テ

サ

イ

ン

リ

モ

コ

ン

専

用

機

能

　PGL-63DR

　PAC-YT40ANR-W

　PAC-YT34ST-W

　PAC-SF44SR-W

分類 機種名 形名

監視／操作 表示 その他

発

停

風

量

手

元

操

作

禁

止

（

許

可

）

状

態

緊

急
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止

入

力

（
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部

入

力

）

シ

ス

テ

ム
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ト

ロ

ー

ラ

専

用

機

能

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

機

能
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5.ジーニアスリモコン、コントロールスイッチ接続時の機能一覧（パーシャルリノベーション後の製品接続時）
○：機能あり　　△：システム部材必要　　×：機能なし

ジーニアスリモコン コントロールスイッチ

○ ○

○ ○

○ ×

○ ○

○ ×

○ ×

○ ×

△※ × ※CO2センサー（PGL-100TGS2）必要

○ ○

○ ×※

※コントロールスイッチからの設定変更はできません。

設定変更が必要な場合は、一時的にジーニアスリモコンを

接続してください

○※ ○※ ※PGL-P35~80RX5(D)のみ使用可能

２台 １台 1グループでの接続可能台数

１５台 １５台 1グループでの接続可能台数

○※ × ※5分単位

○ × 1日最大8パターン

○ × 運転中の外気温度、室内温度、給気温度（計算値）を表示

△※ × ※CO2センサー（PGL-100TGS2）必要

○ ×

○ ×

○ ×

○ ×

○※ × ※「ロスナイエレメント、メンテナンス表示」も可能

○ ×

4 MELANS（三菱空調管理システム）の集中管理 ○ ×

○ ×

外部信号入力

（有電圧信号/無電圧接点）
△※ ×

※スリムエアコンに以下いずれかのシステム部材を接続

　遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）

　A制御運転表示キット(PAC-SF40RM）

　A制御遠方表示キット（PAC-SE56RM）

ロスナイ連動ケーブル △※ ×
※ロスナイ連動ケーブル（PAC-SB81VS）必要

　ロスナイは1グループに1台しか接続できません。

MELANS（ビル空調管理システム） △※ ×

※スリムエアコンに以下いずれかのシステム部材を接続

　M-NET接続用アダプタ（PAC-SJ98MA、PAC-SK15MA）

　M-NET接続用インターフェース（PAC-SK16MF）

有電圧信号（DC12V/24V) ○ ×

無電圧接点 ○ ×

パルス信号 ○ ×

○※ ×

※15分または30分遅延

当社マルチエアコン、当社スリムエアコン（ロスナイ連動ケーブル）の

場合、冷房及び暖房で運転開始時のみ遅延運転します

○ ×

○ ×

△※ × ※ロスナイ連動ケーブル（PAC-SB81VS）必要

外部機器の信号で風量を切り換える △※ × ※遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）必要

外部機器の信号で普通換気に切り換える △※ × ※遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）必要

○※ ○※

○※ ○※

○※ ○※

○※ ○※

操作機器
備考項目No.

1

基

本

操

作 ２４時間換気

ナイトパージ

風量自動制御（CO2センサー制御）

運転/停止

風量操作（強/弱）

風量操作（微弱）

換気モード操作（ロスナイ換気/自動換気）

換気モード操作（普通換気）

外

部

機

器

連

動

ボタン操作ロック

機能設定

エアフィルターメンテナンス表示

異常表示

当社マルチエアコン連動

当
社
ス
リ
ム
エ

ア
コ
ン
連
動

当社スリムエアコンとの人感ムーブアイ連動

2

3

5

6

運転モニター出力を使用する

（他社ビル管理システムに接続する）

送風機モニター出力を使用する

（電動ダンパー、ブースターファンを接続する）

普通換気モニター出力を使用する

（外気導入用ファンを接続する）

異常モニター出力を使用する

（他社ビル管理システム、異常表示ランプを接続）

外

部

入

出

力

運転開始タイマー、運転停止タイマー

週間スケジュール

温度表示

CO2濃度表示

換気設定（24時間換気、ナイトパージ）

マルチ換気モード

風量設定

※いずれか1つの信号を取り出すことができます。

外部モニター出力部材（PZ-N4GS)を使用することで同時に5つの信号

を取り出すことができます。

他
社
空
調
機
、
他
社
ビ
ル

管
理
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動

予熱時外気取入れ停止

（空調機の運転から遅延して運動させたい）

外部連動優先モード

（連動運転中はロスナイの停止を禁止する）

当社マルチエアコンとの人感ムーブアイ連動

ファンパワーアップ切換

リモコン接続可能台数

ロスナイ接続可能台数

風

量

調

整

リ

モ

コ

ン 風量設定専用画面
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